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はじめに

• 麻しん・風しんはともにワクチンで予防可能な疾患であり、
世界で排除を目標としている

• 日本では、麻しんは2015年3月に排除状態であることが認定
された

• しかし、その後も輸入例を発端とした感染者の発生が反復して
いる

• 近年は成人が流行の中心となっており、流行時には特にワクチン
  接種前の１歳以下の乳幼児の麻しん罹患、先天性風しん症候群
の発生をもたらし、次世代へ影響を及ぼしている
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世界保健機関西太平
洋地域事務局より、
日本の風しんの排除
が認定されました
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第１期 麻しん風しんワクチン接種状況

出典：厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部予防接種課、国立感染症研究所感染症疫学センター 5



第２期 麻しん風しんワクチン接種状況

出典：厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部予防接種課、国立感染症研究所感染症疫学センター
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東京都における麻しん・風しん予防接種
実施状況（接種率）の推移

（令和元年度〜令和5年度）

出典：東京都保健医療局 令和6年度第2回 東京都麻しん・風しん対策会議 資料 7



接種対象者

第1期 令和6年度内に生後24月に達する、
又は達した者

第2期 令和6年度における第2期の対象者

※MRワクチンの不足等により接種ができなかった方への措
置として、次の方は令和7年4月1日から令和9年3月31日まで
の2年間、
接種対象期間を超えて接種を受けることができます。

第1期 1歳以上2歳未満
第2期 5歳から7歳未満で小学校入学前

1年間（いわゆる幼稚園・
保育園の年長児）
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定期予防接種の機会を
逸失してしまった方へ
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風しん第５期の対策

• 風しんの追加的対策は令和７年３月31日
をもって終了

 

• なお、令和７年３月31日までに抗体検査
を受検し陰性だった方のうち、「ワクチ
ンの偏在等に起因して接種対象期間内に
定期の予防接種を受けられなかった」と
考えられる方は特例措置の対象となる可
能性があります
詳細はお住まいの自治体にお問い合わせ
ください
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今後も、風しん排除状態を維持していくには

• 国際的往来が増加する中、輸入感染症として麻しん風しんの
発生は危惧されるところである

• ワクチン接種率は低下傾向にあり、１期のみでなく２期も含めて
95％以上に維持していく必要がある

• ワクチン供給不足のため、希望した際に定期接種等を受けられ
なかった方は、特例措置対象となる可能性があるため、自治体
に相談を

• ワクチン接種に対して、正しい情報と知識を広げ、麻しん風しん
ともに排除状態の維持に努める
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